
船舶事故調査報告書 

平成３０年４月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３０年１月１０日 １６時４０分ごろ 

発生場所 大分県大分市大分港 

大分港大在
おおざい

泊地中防波堤西灯台から真方位１６０°１,０５０ｍ付

近 

（概位 北緯３３°１５.１′ 東経１３１°４４.６′） 

事故の概要 貨物船HUI
フ イ

 TONG
ト ン

は、出港中、着岸中のCHANG
チ ャ ン

 HAI
ハ イ

に衝突した。 

事故調査の経過 平成３０年１月１１日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 CHANG HAI（中華人民共和国籍）、４,０６１トン 

８８７８８６７（ＩＭＯ番号）、SHANGHAI CHANJIANG SHIPPING 

Ｂ 貨物船 HUI TONG（パナマ共和国籍）、３,３１７トン 

９５３７５９９（ＩＭＯ番号）、FORTUNE NICE HONG KONG LTD 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ（ベトナム社会主義共和国籍）、免状不詳 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船側部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船尾部外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風速 約１５m/s、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の初期 

大分市には、１月８日１０時４６分に強風注意報が発表されてお

り、本事故時も継続中であった。 

 事故の経過 Ａ船は、大分港大在公共ふ頭１６号岸壁に右舷着けで着岸して積荷

役中、Ｂ船が衝突した。 

Ｂ船は、大分港大在公共ふ頭１７号岸壁に入船左舷着けで着岸して

いた。 

Ｂ船は、船長Ｂが操船指揮に当たり、右舷船尾部に取ったタグボー

ト１隻の支援を受けながら右舷後方に後進して離岸し、左回頭して反

転した後、主機を微速力前進とした。 

Ｂ船は、港外に向けて前進を始めて間もなく、西北西の風を受けて

右舷方に圧流され、右舷船首方に着岸中のＡ船に接近したので、船長

Ｂが主機を半速力前進として左舵を取ったものの、圧流され続け、そ

の右舷船尾部がＡ船の左舷船側部に衝突した。 

分析 Ｂ船は、大分港大在公共ふ頭１７号岸壁からの離岸操船を終え、港

外に向けて前進を始めて間もなく、西北西の風を受けて右舷方に圧流

されたことから、同ふ頭１６号岸壁に着岸中のＡ船に衝突したものと



考えられる。 

原因 本事故は、Ｂ船が、大分港大在公共ふ頭１７号岸壁からの離岸操船

を終え、港外に向けて前進を始めて間もなく、西北西の風を受けて右

舷方に圧流されたため、同ふ頭１６号岸壁に着岸中のＡ船に衝突した

ものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え 

られる。 

・離岸操船を行う際は、風の影響を考慮して着岸中の船舶との距離

を確保すること。 

 


